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今
月
の
掲
載
記
事

◎
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

◎
C
I
V
I
C 

N
E
W
S

◎
ま
ち
の
わ
だ
い

◎
え
び
の
気
質
「
藤
久
保
敦
士
さ
ん
」

◎
う
ま
か
も
ん
「
夏
野
菜
の
て
ん
ぷ
ら
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

実
験
運
行
を
行
い
ま
す
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切
実
な
地
域
の
移
動
手
段

　

え
び
の
市
で
は
、
宮
崎
交
通
㈱
の
路
線
バ

ス
や
Ｊ
Ｒ
の
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
が
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
家
用
車
の
普
及
な
ど

に
と
も
な
い
利
用
者
は
減
少
。今
後
の
存
続

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
え
び
の
市
は
県
内
で
も
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
今
後
、
自

家
用
車
を
持
た
な
い
高
齢
者
な
ど
の
移
動
手

段
と
し
て
、
公
共
交
通
の
重
要
性
は
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
市
内
を
走
る
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
は
、
国
道
２
２
１
号
の
沿
線
に
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
に
は
公
共
交

通
の
路
線
が
無
い
地
域
（
交
通
空
白
地
）
が

広
が
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
移
動
手

段
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
（
平
成
23
年
5

月
18
日
）
に
、
市
、
九
州
運
輸
局
、
県
、
公
共

交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
え
び
の
警
察

署
等
で
構
成
す
る
「
え
び
の
市
地
域
公
共
交

通
確
保
維
持
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
協
議
会
で
、
え
び
の
市
の
交
通
状
況
等

の
調
査
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
11
月
に
は
、
新
た
な
交
通
手
段

へ
の
要
望
や
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
的

に
市
民
２
５
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
に
は
、「
新
た
な
公
共
交
通
を
導
入
し
て

欲
し
い
」、「
車
の
運
転
が
出
来
な
く
な
っ
た

ら
利
用
す
る
と
思
う
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
意

見
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
課
題

や
実
施
施
策
の
実
現
可
能
性
等
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
区
長
、
民
生
委
員
、
市
内

で
営
業
し
て
い
る
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
（
3
社
）
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

各
調
査
の
結
果
、「
交
通
空
白
地
の
点
在
」、

「
施
設
間
の
移
動
手
段
の
不
足
」、「
歩
行
困

難
者
等
の
移
動
手
段
の
不
足
」
な
ど
え
び
の

市
の
公
共
交
通
に
関
す
る
問
題
点
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。

「
移
動
手
段
」
を
確
保
す
る
た
め
に

　

平
成
24
年
3
月
27
日
、
こ
れ
ま
で
に
整
理

し
た
地
域
の
現
況
や
各
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
え
び
の

市
の
公
共
交
通
に
関
す
る
「
え
び
の
市
地
域

公
共
交
通
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の

3
か
月
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
実
証

実
験
運
行
を
行
い
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
と
は
、
交
通
空
白
地
帯
な
ど
で
地
域
住

民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
、
自
治

４路線で実証実験運行

10月~12月の3か月間

体
な
ど
が
運
行
す
る
バ
ス
で
す
。今
回
の
実

証
実
験
運
行
は
、
運
行
の
課
題
や
問
題
点
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。３

か
月
間
の
実
証
実
験
運
行
の
終
了
後
は
、
継

続
し
て
の
運
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

実
験
運
行
は
４
つ
の
路
線

　

実
証
実
験
運
行
を
行
う
の
は
、
市
立
病
院

を
起
点
と
し
て
え
び
の
駅
を
経
由
し
、
市
立

病
院
に
戻
っ
て
く
る
東
部
線
と
、
大
河
平
地

区
、
尾
八
重
野
地
区
、
堀
浦
地
区
を
そ
れ
ぞ

れ
の
起
点
と
す
る
３
つ
の
郊
外
線
で
す
。

　

東
部
線
と
郊
外
線
は
、
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
。
東
部
線
は
、
通
常
の
民
間
バ
ス

路
線
と
同
じ
く
、
決
め
ら
れ
た
バ
ス
停
で
決

め
ら
れ
た
時
間
に
乗
降
で
き
ま
す
。

　

郊
外
線
は
、
決
め
ら
れ
た
路
線
の
範
囲
と

時
間
の
中
で
、
予
約
の
あ
っ
た
場
合
の
み
運

行
し
ま
す
（
予
約
が
な
い
と
走
り
ま
せ
ん
）。

運
賃
は
東
部
線
、
郊
外
線
と
も
ど
こ
で
乗
降

し
て
も
1
回
大
人
3
0
0
円
で
す
。

　

実
証
実
験
運
行
で
は
、
乗
降
者
数
の
調
査

や
、
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な
ど
し

て
、
運
行
方
法
、
運
賃
、
運
行
回
数
、
運
行
時

間
、
ル
ー
ト
、
バ
ス
停
の
位
置
な
ど
の
問
題

点
を
抽
出
し
ま
す
。

　

実
証
実
験
終
了
後
、
今
回
の
実
証
実
験
運

行
で
問
題
と
な
っ
た
点
を
、「
え
び
の
市
地

域
公
共
交
通
確
保
維
持
協
議
会
」
で
検
証
・

検
討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成

25
年
度
以
降
、
段
階
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
を
本
格
導
入
し
、
将
来
的
に
は
市
内
全

体
へ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
広
げ
る
予
定

で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

実
験
運
行
を
行
い
ま
す

写真はイメージです。実際に運行する車両とは異なります

え
び
の
市
で
は
、
市
民
の
「
移
動
手
段
」
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

運
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
3
か
月
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運
行
の
課

題
や
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
実
証
実
験
運
行
を
行
い
ま
す
。
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東
部
線
（
1
日
10
便
）

■
運
行
の
目
的

公
共
交
通
の
空
白
地
帯
の
減
少
に
向
け
て

実
証
実
験
運
行
を
行
い
、
利
用
し
た
人
な
ど

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
運
賃
、

ル
ー
ト
、
運
行
回
数
、
運
行
時
間
、
バ
ス
停

の
位
置
な
ど
を
検
証
し
ま
す
。

■
運
行
の
内
容

【
運
行
期
間
】10
月
1
日
～
12
月
28
日
ま
で

【
運
行
日
】月
～
金
曜
日（
祝
日
は
運
休
）

【
車
両
】25
人
乗
り
バ
ス

【
運
賃
】大
人
3
0
0
円
、
小
学
生
～
高
校
生

1
0
0
円
、
乳
幼
児
1
人
目
無
料
。
2
人
目

か
ら
1
0
0
円

【
運
行
区
間
】市
立
病
院
を
起
点
と
し
て
、
え

び
の
駅
を
経
由
し
、
市
立
病
院
に
戻
っ
て
く

る
ル
ー
ト
で
す
。

郊
外
線
（
1
日
3
往
復
）

■
運
行
の
目
的

　

各
地
区
の
高
齢
者
や
車
を
運
転
で
き
な
い

人
の「
移
動
手
段
」の
確
保
に
向
け
て
実
証
実

験
運
行
を
行
い
、
利
用
し
た
人
な
ど
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
運
賃
、
ル
ー

ト
、
運
行
回
数
、
運
行
時
間
、
バ
ス
停
の
位

置
な
ど
を
検
証
し
ま
す
。

　

郊
外
線
は
、
決
め
ら
れ
た
路
線
の
範
囲
と

時
間
の
中
で
、
予
約
の
あ
っ
た
区
間
の
み
運

行
し
ま
す
。（
予
約
が
な
い
と
走
り
ま
せ
ん
）

■
運
行
の
内
容

【
運
行
期
間
】10
月
2
日
～
12
月
28
日
ま
で

【
運
行
区
間
】大
河
平
地
区
・
尾
八
重
野
地
区
・

堀
浦
地
区
を
起
点
と
す
る
区
間

【
運
行
日
】大
河
平
線（
毎
週
火
曜
日
の
み
）

白
鳥
線（
毎
週
水
曜
日
の
み
）

堀
浦
線（
毎
週
木
曜
日
の
み
）

【
車
両
】10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン

【
運
賃
】大
人
3
0
0
円
、
小
学
生
～
高
校
生

1
0
0
円
、
乳
幼
児
1
人
目
無
料
。
2
人
目

か
ら
1
0
0
円

※
完
全
予
約
制（
前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
）

【
予
約
先
】宮
交
タ
ク
シ
ー
㈱
小
林
営
業
所

☎
23
‐
３
１
２
１

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

えびのJCT

えびのIC

至小林市

至小林市

原田

飯野出張所

東原田

前田

田ノ上

今西

末永

栗下

松原
池島

川内川

坂元大明司

文化センター

西長江浦
白鳥

白鳥温泉尾八重野

みやまきりしまロード

九州自動車道
九州自動車道

268

221

221

大河平菖蒲ヶ野

吉牟田

鍋倉

堀浦
茶屋平

えびの駐屯地杉水流

市役所 え
び
の

え
び
の

う
わ
え え

び
の

い
い
の

九州自動車道
至人吉市 至高野

①

②③
④⑤

⑥

⑦
⑧⑨

⑩

⑪

⑫

⑬⑭

⑱

⑲

①
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩⑪

⑰
⑯
⑮

⑭

⑪ ⑩ ⑨

⑧
⑦ ⑥

⑤
④

㉖

①

②

③

㉕

㉓㉒㉑
⑳

⑲

⑱

㉔

⑫
⑬ ⑭

⑮

⑯

⑨

③ ②

③
⑤

⑥

⑦

⑧

⑩

⑪ ⑫⑬

⑯

⑰

⑱

⑨

①
②

④

⑯㉘ ⑬⑮

⑮㉗ ⑫⑭

⑰

④
小
岡
丸

⑦
池
島

⑩
二
十
里
橋

⑤
今
西

⑧
池
島
大
橋
前

⑪
松
原

⑥
西
今
西

⑨
文
化
セ
ン
タ
ー

⑫
加
久
藤
団
地
前

⑬
え
び
の
市
役
所
前

⑭
加
久
藤
小
学
校

運行：月～金曜日（祝日は運休）
東部線

㉕
東
神
社
原

㉒
え
び
の
セ
ン
ト
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

①
市
立
病
院

⑲
城
ヶ
崎

㉖
え
び
の
飯
野
駅
前

㉔
神
社
原
運
動
公
園

③
飯
野
中
学
校

㉑
上
江
中
学
校

㉘
田
ノ
上

⑱
加
久
藤
神
社
前

㉓
上
ノ
原

②
飯
野
出
張
所

⑳
末
永
農
産
物
販
売
所
前

㉗
建
山

⑰
栗
下

⑯
え
び
の
駅
前

⑮
加
久
藤
郵
便
局
前

⑪
払
山
橋

⑫
い
し
ざ
わ
循
環
器
内
科
前

⑬
い
し
ざ
わ
循
環
器
内
科
前

⑩
い
し
ざ
わ
循
環
器
内
科
前

⑧
門
前

⑤
尾
八
重
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

⑱
若
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク
前

⑲
若
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク
前

⑯
若
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク
前

⑩
南
白
鳥

⑦
白
鳥
大
橋
前

④
尾
八
重
野
北

⑨
中
白
鳥

⑥
上
門
前

③
尾
八
重
野
西

②
白
鳥
温
泉
下
湯

①
白
鳥
温
泉
上
湯

運行：毎週水曜日

運行：毎週火曜日

運行：毎週木曜日

白鳥線

大河平線

堀浦線

⑯
市
立
病
院

⑰
市
立
病
院

⑭
市
立
病
院

⑬
え
び
の
飯
野
駅
前

⑭
え
び
の
飯
野
駅
前

⑪
え
び
の
飯
野
駅
前

⑮
田
ノ
上

⑯
田
ノ
上

⑬
田
ノ
上

⑰
飯
野
出
張
所

⑱
飯
野
出
張
所

⑮
飯
野
出
張
所

⑭
建
山

⑮
建
山

⑫
建
山

①
吉
牟
田

④
道
谷

①
東
堀
浦

⑦
川
上

④
茶
屋
平

②
上
鍋
倉

⑤
平
木
場

②
堀
浦

⑧
菖
蒲
ヶ
野

⑤
え
び
の
駐
屯
地

③
下
鍋
倉

⑥
小
田
商
店
前

③
堀
浦
区
多
目
的
集
会
施
設

⑨
下
大
河
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑥
め
が
ね
橋

⑩
小
牧

⑪
東
原
田

⑦
杉
水
流

⑫
御
仕
立
山
団
地
前

⑨
貯
木
場
北

⑧
東
原
田

コミュニティーバス実験路線図各路線バス停
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川上静子さん／ 100 歳（京町区）

有吉フミさん／ 100 歳（中島区）

下原フクエさん／ 100 歳（南岡松区）

園田キクさん／ 101 歳（西上江区）

杉元スエキクさん／ 100 歳（町区）

濱邊ヒデさん／ 104 歳（松原区）

堂園ハナノさん／ 100 歳（坂元区） 山下キクエさん／ 104 歳（南原田区）

北 森義さん／ 100 歳（東川北区）

百
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

9
月
17
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
村
岡
市

長
が
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問
。
祝

詞
と
敬
老
祝
金
を
手
渡
し
、
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
内
で
は
、
今
年
度
中
に
満

１
０
０
歳
に
達
す
る
人
は
、
男
性
2
人
、
女

性
12
人
の
計
14
人
で
す
。

　

え
び
の
市
在
住
で
１
０
０
歳
以
上
の
人

は
、
合
計
で
30
人
で
す
（
8
月
31
日
現
在
）。

　

最
高
齢
者
は
、
女
性
が
１
０
７
歳
の
岡
園

シ
ツ
さ
ん
（
西
川
北
区
）、
男
性
が
１
０
０

歳
の
北 

森
義
さ
ん
（
東
川
北
区
）
で
す
。

　

市
長
か
ら
祝
詞
を
受
け
た
山
下
キ
ク
エ

さ
ん
（
南
原
田
区
）
の
家
族
は
「
母
は
、

１
０
４
歳
に
な
り
ま
す
が
食
事
は
、
家
族
と

同
じ
も
の
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
。
自
分
で

で
き
る
こ
と
も
何
で
も
や
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
今
年
は
、
吉
都
線
も
開
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
吉
都
線
開
業
よ

り
も
長
く
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
来
年
も
元
気
を
も

ら
い
に
き
ま
す
の
で
、
元
気
で
い
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
山
下
さ
ん
は
、
笑
顔
で

応
え
て
い
ま
し
た
。
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人 事 行 政 の 運 営 状 況
　地方公務員法の規定で、地方自治体は、人事行政をどのように運営しているかを公表することが義務付けら
れています。市職員の任免および職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて、市民の皆さんに
お知らせします。

１．職員の任免および職員数に関する状況

①職員の採用・離職状況（平成 23 年度）

区　　分 一般行政職 税務職 医師・
歯科医師職

薬剤師・
医療技術職

看護・
保健職 福祉職 企業職 技能労務職

その他の
教育職

採用者数   7 人 1 人 1 人 1 人 1 人
離職者数 10 人 2 人 1 人 1 人

区　　分
職員数 対前年増減数

Ｈ 20 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 20 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24

一
般
行
政
部
門

議　　会 5 ５ ５ 5 5 － 1
総　　務 81 75 71 68 72 －７ －６ － 4 － 3 ＋ 4
税　　務 22 19 19 18 17 ＋２ －３ － 1 － 1
民　　生 22 23 21 22 21 － 11 ＋１ － 2 ＋ 1 － 1
衛　　生 28 27 26 23 22 ＋２ －１ － 1 － 3 － 1
農林水産 41 38 37 37 36 －２ －３ － 1 － 1
商　　工 ５ ５ 5 5 6 ＋ 1
土　　木 22 25 22 22 23 －１ ＋３ － 3 ＋ 1
小　　計 226 217 206 200 202 － 18 － 9 － 11 － 6 ＋ 2

特別行政
部門

教　　育 26 25 24 25 24 －１ － 1 ＋ 1 － 1
小　　計 26 25 24 25 24 －１ － 1 ＋ 1 － 1

公営企業等
会計部門

水　　道 9 9 9 9 9
病　　院 41 41 39 40 39 －１ － 2 ＋ 1 － 1
そ　の　他 25 25 25 26 24 ＋４ ＋ 1 － 2
小　　計 75 75 73 75 72 ＋３ － 2 ＋ 2 － 3

合　　計 327 317 303 300 298 － 15 － 10 － 14 － 3 － 2

②職員数の推移状況（各年４月１日現在） （単位：人）

２．職員の給与の状況

①職員給与費の状況（平成 24 年度普通会計当初予算）

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（Ｂ）
226 人 885,099 千円 95,381 千円 316,742 千円 1,297,222 千円 5,740 千円

（注）１．市長、副市長および教育長は除きます。　２．職員手当には、退職手当は含みません。

区　　分 えびの市 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 140,100 円

②職員の初任給の状況（平成 24 年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
大学卒 42.8 歳 320,400 円
高校卒 42.5 歳 321,100 円

技能労務職 高校卒 48.3 歳 359,400 円

③職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 24 年４月１日現在）

④一般行政職職員の級別職員数の状況（平成 24 年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容

主事・主事補
技師・技師補

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
主査 課長補佐 課長

職員数 14 人 15 人 45 人 84 人 43 人 15 人
構成比 6.5　％ 6.9％ 20.8％ 38.9％ 20.0％ 6.9％

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

⑤主な職員手当の状況（平成 24 年４月１日現在）

手当名 えびの市 国

扶養手当
（月額）

配偶者　　　　　　　　　13,000 円
扶養親族１人につき　　　  6,500 円
扶養親族（配偶者無）
　　　　　　　１人目のみ 11,000 円
特定期間加算

（満 16 歳～満 22 歳）
　　　　　　　１人につき 5,000 円

本市と同じ

住居手当
（月額）

借家・借間（最高限度額：27,000 円）
・家賃 12,001 円以上 23,000 円以下
　家賃額－ 12,000 円を支給

・家賃 23,001 円以上
　（家賃額－ 23,000 円）× 1/2
　＋ 11,000 円を支給

本市と同じ

通勤手当
（月額）

交通機関利用者
　支給限度額 55,000 円 本市と同じ

交通用具利用者
　使用距離に応じて
　3,500 円～ 24,500 円

使用距離に
応じて　　
2,000 円～
24,500 円

期末勤勉
手当

（加算措置）
職制上の段階等による加算措置あり

本市と同じ

退職手当

（その他の加算措置）
定年前早期退職特別加算措置
２～ 20％加算

本市と同じ

期末手当 勤勉手当
６月期 1.225 月 0.675 月
12 月期 1.375 月 0.675 月

計 2.6 月 1.35 月

自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度 59.28 月分 59.28 月分

⑥特別職の給料等の状況（平成 24 年４月１日現在）

①勤務時間等の状況

区　　分 給料等月額 期末手当支給割合

給
料

市　長 570,500 円

6 月期　1.45 月
12 月期　1.50 月

計　2.95 月

副市長 526,500 円

報
酬

議　長 357,000 円
副議長 315,000 円
議　員 304,000 円

（注）市長の給料は、特例条例により給料月額の 30％を減額した額です。

　国民の祝日と年末年始の期間（12 月 29 日～翌年１月３日ま
で）は、休日として勤務を要しないことになっています。
②休暇等の状況
　職員の休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇、組合休暇があります。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４．職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況（平成 23 年度）

②懲戒処分の状況（平成 23 年度）

５．職員の服務の状況
　職員には、地方公務員法第 30 条に「全体の奉仕者として
公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない」と、服務の根
本基準が定められています。職員は、これらの法令および服
務規程などを遵守し、職務を遂行しています。

６．職員の研修および勤務成績の評定の状況
　市では、行政課題解決と質のよい行政サービスを提供する
ための職員研修を実施しています。平成 23 年度では、派遣
研修を 126 人、市単独研修を 202 人が受講しています。

７．職員の福祉および利益の保護の状況
①厚生福利制度
　職員は、職員またはその被扶養者の病気・負傷・出産・死亡・
災害等に関して適切な給付を行うための相互救済を目的とす
る共済制度（宮崎県市町村職員共済組合）に加入しています。
また、互助組織である職員厚生会による体育レクリエーショ
ン事業や生涯学習推進事業などを通じて職員相互の親ぼくを
図り、健康で明るい職場づくりに努めています。

②公務災害補償制度
　職員が、公務上または公務のための通勤途上に、負傷・疾病・
死亡等の災害を受けた場合、地方公務員災害補償基金より一
定の補償が行われます。

③利益保護制度
　職員は、地方公務員法の定めで、給与・勤務時間その他の
勤務条件に関し、公平委員会に対して地方公共団体の当局に
より適当な措置がとられるべきことを要求できます。また、
懲戒処分など、自己に不利益な処分を受けた場合、公平委員
会に対して不服申立てを行うことができます。

■公平委員会の業務の状況報告
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　平成 23 年度に、措置の要求はありませんでした。
②不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成 23 年度に、不服申立てはありませんでした。

■お問い合わせ先
市総務課人事係
☎ 35 ‐ 1111（内線 312・315）
※詳しい内容は、市公式ホームページでも、ご覧になれま
す。

〈アドレス〉http://www.city.ebino.lg.jp/

勤務時間の割り振り
始業時間 終業時間 休憩時間 週休日

午前 8 時 30 分 午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時 土・日曜日

区分 免職 降任 休職
分限 0 人 0 人 2 人

区分 免職 停職 減給 戒告
懲戒 1 人 0 人 0 人 0 人
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8
月
23
日
、
27
日
、
小
林
地
域

家
畜
市
場
で
、
第
10
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
宮
崎
県
代
表
牛
選

考
会
が
行
わ
れ
、
坂
元
幸
保
さ
ん
、

一
貴
さ
ん
親
子
（
松
原
区
）
の
牛

2
頭
が
宮
崎
県
の
代
表
牛
に
決
定

し
ま
し
た
。え
び
の
市
の
牛
が
県

代
表
に
選
ば
れ
、
か
つ
、
親
子
で

の
代
表
決
定
は
初
め
て
で
す
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
5

年
に
1
度
行
わ
れ
ま
す
。和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、
和
牛

の
改
良
の
成
果
や
肉
質
を
競
う
大

会
で
す
。

　

宮
崎
大
会
で
は
、
県
内
各
地
か

ら
合
計
１
６
４
頭
（
出
品
区
分
第

2
区
か
ら
第
9
区
）

が
出
品
さ
れ
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
28

頭
が
宮
崎
県
代
表
牛

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
出
品
区

分
第
7
区
で
坂
元
一

貴
さ
ん
の
牛
が
、
第

5
区
で
坂
元
幸
保
さ

ん
の
牛
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

坂
元
さ
ん
親
子
の

牛
は
、
ほ
か
の
代
表

牛
と
共
に
、
今
年
10

月
、
長
崎
県
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
挑

み
、
日
本
一
を
目
指

し
ま
す
。

　

代
表
牛
の
決
定
を

受
け
、
坂
元
一
貴
さ

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
観
光
客

に
え
び
の
高
原
に
来
て
も
ら
う
た

め
、
甑
岳
登
山
道
を
整
備
し
ま
し

た
。

　

新
燃
岳
の
噴
火
で
登
山
客
に
人

気
の
韓
国
岳
な
ど
が
入
山
規
制
で

登
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
え
び
の
高
原
を
訪
れ
る
観
光

客
が
激
減
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
魅
力
開
発
の
た
め
に
整
備

し
た
も
の
で
す
。
※
韓
国
岳
の
登

山
規
制
は
7
月
15
日
に
解
除
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
甑
岳
に
は
登
山
す

る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
草
や

木
が
茂
り
、
登
り
に
く
い
状
態
で

し
た
。
そ
こ
で
市
で
は
、
環
境
省

や
宮
崎
県
と
協
議
を
行
い
、
市
が

登
山
道
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

整
備
し
た
登
山
道
に
は
、
新
た

に
案
内
図
を
設
置
し
た
ほ
か
、
道

に
迷
わ
な
い
よ
う
に
、
要
所
に
案

内
板
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

甑
岳
の
山
頂
で
は
、
貴
重
な
植

物
が
踏
み
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、

立
ち
入
り
禁
止
区
域
を
設
け
た
ほ

か
、
山
頂
部
を
一
周
で
き
る
周
回

路
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

登
山
道
の
入
り
口
か
ら
山
頂
ま

で
は
、
約
1
時
間
で
た
ど
り
着
け

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
シ
ー
ズ
ン
、
甑

岳
に
登
っ
て
え
び
の
高
原
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
市
観
光
商
工
課
観
光
係

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

甑
岳
の
登
山
道
を
改
善
整
備

え
び
の
高
原
の
新
た
な
魅
力
に

和
牛
能
力
共
進
会
で
え
び
の
市
の
牛
が
県
代
表
に
決
定

整備区間

2
頭
が
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

ん
は
、「
一
人
で
こ
の
賞
を
と
ろ

う
と
思
っ
て
も
取
れ
る
の
も
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。家
族
そ
し
て
仲

間
の
お
陰
で
す
。全
国
大
会
で
は
、

県
代
表
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う
が

ん
ば
っ
て
き
ま
す
」、
坂
元
幸
保

さ
ん
は
、「
県
代
表
に
な
れ
た
の

は
、
え
び
の
市
民
一
丸
と
な
っ
た

防
疫
作
業
で
口
蹄
疫
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
た
た
ま
も
の
で
す
。全

国
大
会
で
は
、
え
び
の
市
に
は
こ

ん
な
に
す
ご
い
牛
が
い
る
の
だ
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
い
で
す
」
と

全
国
大
会
へ
向
け
て
の
抱
負
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

坂
元
さ
ん
親
子
は
、
牛
の
体
調

管
理
を
行
う
た
め
、
引
き
運
動
を

毎
日
朝
夕
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
毛
づ
や
を
出
す
た
め
の
水
洗
い
、

拭
き
上
げ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
入
念

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。共
進
会
で

の
牛
の
立
ち
姿
を
良
く
見
せ
る
た

め
、
牛
の
立
た
せ
方
の
調
教
も
毎

日
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
の
県

代
表
決
定
は
、
そ
の
成
果
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

問
市
畜
産
農
林
課
畜
産
振
興
室

☎
35
─１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

共
進
会
向
け
て
並
々
な
ら
ぬ
努
力

甑岳周辺案内図

登山道途中にある案内図

要所に案内板を設置

坂元幸保さんとふみえ号

坂元一貴さんともえ号
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市
で
は
現
在
、
来
年
4
月
の
物

産
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

物
産
館
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ

る
農
産
物
や
特
産
品
を
展
示
・
販

売
し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

「
情
報
発
信
機
能
」
を
備
え
た
施

設
で
す
。

　

７
月
、
物
産
館
に
展
示
す
る
農

産
物
や
特
産
品
の
出
荷
者
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
１
７
０
人
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

8
月
9
日
、
J
A
え
び
の
市

本
店
で
、
え
び
の
市
特
産
品
出
荷

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生

徒
の
通
学
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
8
月
24
日
、
各
中
学
校
区
で

通
学
路
危
険
個
所
合
同
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
。
点
検
に
参
加
し
た

の
は
、
小
林
土
木
事
務
所
、
え
び

の
警
察
署
、
市
建
設
課
、
各
小
中

学
校
の
教
諭
ら
約
30
人
。
各
機
関

が
集
ま
っ
て
点
検
を
す
る
の
は
今

回
が
初
め
て
で
す
。

　

点
検
で
は
、
児
童
生
徒
が
転
落

す
る
恐
れ
の
あ
る
水
路
や
道
路
標

識
の
な
い
通
学
路
な
ど
約
20
か
所

を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
災
害
発
生
時
の
支
援

協
定
を
福
祉
事
業
者
や
商
工
会
な

ど
4
団
体
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

8
月
29
日
、
避
難
所
に
福
祉
用

具
等
が
必
要
な
場
合
は
、
供
給
を

要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
協
定
を

株
式
会
社
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
と
締

結
し
ま
し
た
。

　

8
月
30
日
に
は
、
被
災
者
に
対

す
る
救
援
活
動
等
で
生
活
関
連
物

資
が
必
要
な
と
き
は
、
え
び
の
市

商
工
会
の
会
員
の
所
有
す
る
生
活

関
連
物
資
の
供
給
を
要
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
協
定
を
え
び
の
市
商

　

9
月
10
日
、
飯
野
出
張
所
が
同

敷
地
内
の
旧
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

に
移
転
し
ま
し
た
。

　

こ
の
移
転
は
、
飯
野
出
張
所
の

建
屋
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、

耐
震
性
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、

利
用
者
の
安
全
と
出
張
所
の
機
能

の
充
実
を
図
る
た
め
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

旧
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
出
張

所
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
入
口

に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
。施
設
内
は

段
差
を
な
く
す
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
て
あ
り
ま
す
。

者
協
議
会
（
以
下
、「
出
荷
者
協

議
会
」）
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、

1
4
0
人
が
参
加
。
規
約
制
定

や
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
3
日
に
は
、
物
産
館
建
設

予
定
地
（
永
山
区
）
で
物
産
館
建

設
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
参
列

者
65
人
が
参
加
。
物
産
館
建
設
の

安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
で
村
岡
市
長
は
、

「
え
び
の
市
の
新
た
な
魅
力
・
情

報
を
発
信
す
る
拠
点
・
交
通
の
要

所
と
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
通
学
路
の
安
全

確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
信
号
機
の
設
置
な
ど

は
関
係
機
関
の
協
力
が
な
い
と
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
点
検
は
、
各
関

係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ
と
で
、

危
険
個
所
の
情
報
の
共
有
、
早
急

な
改
善
を
行
う
た
め
に
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の

点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
建
設
課

や
土
木
事
務
所
、
警
察
と
連
携
を

図
り
、
対
応
で
き
る
も
の
か
ら
早

急
に
改
善
を
行
っ
て
き
ま
す
。

工
会
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
災
害
時
に
一
般
の
避
難

所
生
活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
が

必
要
な
災
害
時
要
援
護
者
を
受
け

入
れ
る
福
祉
避
難
所
の
設
置
を
要

請
す
る
こ
と
が
で
き
る
協
定
を
社

会
福
祉
法
人
え
び
の
明
友
会（
あ

け
ぼ
の
園
）と
社
会
福
祉
法
人
慈

愛
会（
涼
風
園
）と
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
市
長
は
、「
災
害
時

に
迅
速
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
の
不
自
由
な
人
や
乳

幼
児
づ
れ
の
人
が
利
用
し
や
す
い

多
目
的
ト
イ
レ
を
増
設
し
ま
し
た
。

　

新
出
張
所
内
に
は
、
相
談
室
が

完
備
し
て
あ
り
ま
す
。広
く
市
民

に
開
放
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
施
設
の
利
用
は
、
有
料
で

す
。
た
だ
し
、
減
免
措
置
が
あ
り

ま
す
。

　

旧
出
張
所
を
取
り
壊
し
た
跡
地

は
、駐
車
場
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

問
飯
野
出
張
所

☎
33
─１
１
１
１

開
業
に
向
け
進
む
準
備

児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る

飯
野
出
張
所
が
移
転

市
民
の
誇
れ
る
物
産
館
へ

通
学
路
危
険
個
所
合
同
点
検

市
内
4
団
体
と
相
互
協
定
を
締
結

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
機
能
を
充
実

調印後、握手をする市長とライフサポートの代表旧飯野出張所（写真左）、新飯野出張所（写真右）

災
害
時
の
対
応
を
強
化

危険個所を点検する参加者 安全祈願祭であいさつをする市長
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9
月
2
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
里
中
満
知
子
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
会
に
は
、
市
民
ら

約
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
古
事
記
編
さ

ん
１
３
０
０
年
を
記
念
し
て
宮
崎

県
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

講
師
に
は
、
漫
画
家
の
里
中
満

知
子
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し
た
。
里

中
さ
ん
は
「
歴
史
を
楽
し
む
私
に

と
っ
て
の
古
事
記
」
の
演
題
で
、

独
自
の
解
釈
を
交
え
、
古
事
記
は

編
さ
ん
し
た
当
時
の
人
々
の
価
値

観
を
反
映
し
て
読
む
と
お
も
し
ろ

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

8
月
18
日
、
市
歴
史
民
俗
資
料

館
で
市
民
大
学
公
開
講
座
「
島
内

地
下
式
横
穴
墓
群
か
ら
見
る
え
び

の
市
の
古
墳
時
代
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
座
に
は
、
市
民
大
学
受

講
生
ら
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
島
内
の
出
土
品

の
歴
史
的
価
値
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

参
加
者
は
、
横
穴
墓
群
か
ら
出

土
し
た
出
土
品
を
ま
じ
か
に
見
な

が
ら
、
市
社
会
教
育
課
文
化
係
職

員
の
説
明
を
受
け
、
え
び
の
市
の

歴
史
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

8
月
26
日
、
西
長
江
浦
の
南
方
神
社

な
ど
を
会
場
に
「
大
太
鼓
踊
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
区
の
全
戸
で
結
成
し
た

大
太
鼓
踊
り
保
存
会
の
20
人
が
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
踊
は
、
通
称
「
ウ
バ
ッ

チ
ョ
（
大
ば
ち
）
踊
り
」
と
も
い
い
、

8
月
18
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
シ

カ
革
の
小
物
入
れ
づ
く
り
教
室
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
教
室
に
は
、
親
子
連
れ

ら
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
え
び
の
高
原
の
野
生
シ

カ
は
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
な
ど
の
生

態
を
教
わ
り
、
そ
の
後
、
シ
カ
革
2
枚

里中満知子講演会

古事記の魅力を伝える
市民大学公開講座

古墳時代の歴史に触れる

勇壮な踊りで五穀豊穣

ｼｶ革で思い出づくり

西長江浦の南方神社で大太鼓踊

さわやかサマースクール

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

踊
り
手
は
、
直
径
１
２
０
セ
ン
チ
も

あ
る
大
太
鼓
を
か
つ
ぎ
鉦か

ね

や
太
鼓
と

「
ヤ
ァ
ー
ド
ッ
コ
イ
」
の
か
け
声
に
合

わ
せ
勇
壮
に
舞
い
踊
り
ま
す
。

　

訪
れ
た
多
く
の
人
は
、
勇
壮
で
力
強

い
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

を
使
い
、
シ
カ
革
の
ひ
も
で
つ
な
ぎ
合

わ
せ
小
物
入
れ
を
作
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
器
用
な
手
つ
き
で
小
物
入
れ
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
参
加
者
は
、「
手
軽
に
作
れ
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

9
月
7
日
、
小
林
地
区
電
気
工

事
業
協
同
組
合
と
宮
崎
県
西
部
電

業
協
会
の
12
人
が
、
1
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
電
気
設
備
点
検
・
電
気

の
交
換
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
漏
電

等
に
よ
る
感
電
事
故
や
火
災
な
ど

を
未
然
に
防
ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
飯
野
地
区
の
高
齢
者

宅
4
件
と
災
害
時
に
避
難
所
と
な

る
体
育
館
な
ど
6
か
所
で
点
検
を

行
い
ま
し
た
。

9
月
6
日
、
新
出
水
林
業
㈲
の

新
出
水
孝
造
社
長
が
市
長
を
訪
問
。

ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
手
作
り
の
ベ
ン

チ
7
基
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
贈
は
、
新
出
水
さ
ん
が

吉
都
線
1
0
0
周
年
に
併
せ
、
何

か
貢
献
で
き
な
い
か
と
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。寄
贈
さ
れ
た
ベ
ン
チ

は
、
市
内
5
駅
の
駅
舎
と
市
役
所

な
ど
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

新
出
水
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん

の
人
に
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
で

も
ら
え
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。村
岡
市
長
は
、「
座
り
心
地
は

最
高
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

電気工事組合が高齢者宅を訪問

プロの技でボランティア
吉都線 100 周年を記念して

木製ベンチ7基を寄贈
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多
く
の
人
を
花
で
迎
え
た
い

「
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
知
り
合
っ
た
え
び
の
の
人
は
、

一
見
お
と
な
し
く
見
え
ま
す
が
、
熱
い
人
が
多
い
で

す
ね
」
と
話
す
の
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の

（
以
下
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
）
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
手

掛
け
て
い
る
藤
久
保
敦
士
さ
ん
（
上
上
江
区
）
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、
南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
㈱
の
工
場
を
併
設
し
た
公
園
工
場
で
す
。

藤
久
保
さ
ん
は
、
現
在
、
公
園
や
見
学
施
設
の
管
理

や
工
場
見
学
ガ
イ
ド
の
指
導
な
ど
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

で
は
、
市
や
観
光
協
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
、

春
・
秋
の
観
光
祭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
工
場
と
観
光
祭
と
は
結
び
つ
か
な

い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
「
工
場
を
建
て
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
地
域
と
と
も
に
会
社
（
工
場
）
も
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　

藤
久
保
さ
ん
は
、
宮
崎
市
出
身
。
え
び
の
市
に
赴

任
す
る
ま
で
は
、
大
分
の
工
場
で
電
気
機
械
の
仕
事

に
携
わ
り
、
接
客
と
は
無
縁
で
し
た
。
「
人
と
接
す

る
こ
と
が
好
き
」
と
い
う
藤
久
保
さ
ん
。
会
社
内
の

試
験
を
受
け
、
広
報
部
署
へ
の
転
属
が
決
ま
り
ま
し

た
。
広
報
部
署
で
の
最
初
の
赴
任
先
は
、
熊
本
本
社
。

そ
こ
で
1
年
間
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
オ
ー
プ
ン
準

備
を
行
い
、
平
成
18
年
の
オ
ー
プ
ン
前
に
、
え
び
の

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
「
な
ん
て
の
ど
か
な
と
こ
ろ

な
ん
だ
」
が
最
初
の
印
象
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
認
知
度

地域と共に発展を目指したい

ふじくぼ・あつし／ 34
歳 ／上 上 江 区 ／趣 味：
子どもの野 球 応 援（休
みの日は送迎、応援に
励んでいます）

が
低
く
、
「
ど
う
す
れ
ば
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

え
る
か
悩
ん
だ
」
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
地
域

や
県
内
外
の
人
を
花
で
出
迎
え
た
い
」
と
花
の
景
観

づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
「
敷
地
の
花
壇
で
は
、
市

民
の
方
に
植
栽
や
維
持
管
理
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
工
場
の
増
設
予
定
地
に
は
、
夏
は
ひ
ま
わ
り
、

秋
は
コ
ス
モ
ス
、
春
は
、
菜
の
花
を
植
え
て
い
ま
す
。

今
で
は
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

「
夏
に
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
カ
ヌ
ー
教
室
や
水

生
生
物
の
調
査
な
ど
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
講
師
は
、
地
元
の
人
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
自
然
豊
か
な
場
所
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
」

　

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
は
苦
労
も
あ
り
ま
す
。
「
地

域
の
人
と
イ
ベ
ン
ト
を
作
っ
て
い
く
過
程
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
運
営
会
議
で
は
、
熱
く
な
る
あ

ま
り
意
見
が
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

話
を
続
け
る
う
ち
に
一
致
点
を
見
い
だ
し
一
歩
前
進

で
き
ま
す
。
私
も
勉
強
に
な
り
ま
す
」

　

藤
久
保
さ
ん
が
え
び
の
に
赴
任
し
て
6
年
。
以
前

よ
り
も
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。
「
以
前
の
私
は
、
す
べ
て
の
こ

と
を
自
分
一
人
で
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
違
い
ま
す
。
地
域
の
人

と
交
わ
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
お
任
せ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
仕
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
、
す
ご
く
頼
り
に

な
る
先
輩
で
す
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
同

僚
の
相
馬
さ
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
愛
さ
れ
る
工
場
を
作
り
た
い

と
い
う
藤
久
保
さ
ん
「
10
月
中
旬
に
は
、
コ
ス
モ
ス

が
見
頃
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え

び
の
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
」

Profile

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の　

藤
久
保
敦
士
さ
ん
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●夏野菜のてんぷら

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地
域

支
え
合
い
事
業
で
南
岡
松

地
域
支
え
合
い
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
「
夏
野
菜

の
て
ん
ぷ
ら
」
で
す
。

南
岡
松
地
域
支
え
合
い
事
業
で

は
、
食
材
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
無
農
薬
で

新
鮮
な
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
の
味
付
け
は
、
塩
分
を

控
え
、
隠
し
味
に
、
ニ
ン
ニ
ク
と

シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ニ

ン
ニ
ク
と
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
う
こ
と

で
夏
バ
テ
の
予
防
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
は
、
ど
こ
の
家
庭
で

も
手
軽
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旬
の
野
菜
や
お
好
み
の
具
材
を
使

う
こ
と
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か

に
な
り
ま
す
。
家
庭
で
自
分
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
て
ん
ぷ
ら
を
作
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【材料】
ナス 1本、カボチャ 1/8個、小麦
粉 大さじ2
衣：小麦粉1.5カップ、卵1個、冷
水 200ml、ニンニク 適宜、ショ
ウガ 適宜、塩 適宜、揚げ油 適量

【作り方】
①  ナスはヘタを切り落として縦4つ切り、長い場合はさらに横

斜め半分に切る。カボチャは種を取り、6 ～ 7ミリ厚さに切る。
②  衣を合わせる。ボウルに卵と冷水を混ぜ合わせ、小麦粉を加

え、ニンニク、ショウガ、塩を入れ、軽く混ぜ合わせる。混ぜ
過ぎると揚げた時、サクッと上がりにくくなります。

③  野菜に薄く小麦粉をからめ、衣を通しながら、少し低めの
160度位の揚げ油にカボチャ入れ揚げる。

④  カボチャが上がったらナスを揚げる。
【紹介者】南岡松ボランティアのみなさん

期
的
に
観
測
し
て
い
た
と
あ
る
湧

水
地
の
こ
と
。
そ
こ
は
、
夏
に
な

る
と
水
が
湧
き
出
す
場
所
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
気
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。結
局
水
が
出
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。前
年
の
少
な
い

降
水
量
が
原
因
と
も
考
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

同
じ
現
象
が
起
き
た
湧
水
地
が
も

う
一
か
所
あ
り
、
湧
水
が
限
り
あ

る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た

出
来
事
で
し
た
。（
※
現
在
は
湧

き
出
し
て
い
ま
す
）

　

昨
年
７
月
、
小
林
市
は
水
資
源

保
全
条
例
を
制
定
。清
水
さ
ん
は

「
湧
水
は
小
林
市
の
大
き
な
魅
力
。

保
全
に
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然

を
残
す
こ
と
が
大
切
で
す
。条
例

を
契
機
に
、
水
が
限
り
あ
る
資
源

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」と
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
小
中
学
校
か
ら
講
師

と
し
て
招
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

語
り
か
け
る
活
動
も
行
う
清
水
さ

ん
。
そ
の
温
か
い
眼
差
し
は
、
こ

れ
か
ら
も
小
林
市
の
湧
水
を
見
守

り
続
け
ま
す
。

ハレの日に欠かせない料理。家庭ごとに多彩な味わい。

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。

　
今
月
は
、
小
林
市
の
湧
水
を
守

る
活
動
を
続
け
る
湧
水
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
清
水
洋
一
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

清
水
洋
一
さ
ん
65
歳
は
、
湧
水

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
小
林

市
内
の
湧
水
地
を
調
査
し
、
そ
の

保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
苗
字
は〝
清
水
〟。
だ
か

ら
水
を
調
べ
守
る
こ
と
に
使
命
感

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
ん
で

す
」と
笑
顔
で
そ
の
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

調
査
を
始
め
た
の
は
50
歳
の
と

き
。10
年
か
け
て
旧
小
林
市
内
の

70
数
箇
所
の
湧
水
地
を
発
見
し
ま

し
た
。
見
つ
か
ら
ず
に
、
た
だ
山

の
中
を
歩
き
続
け
た
こ
と
も
し
ば

し
ば
。し
か
し
、「
特
に
苦
労
し
た

と
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
の
活
動

が
水
を
守
る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ

ば
」と
思
い
を
話
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
観
察
を
続
け
て
こ
れ

ま
で
、
湧
水
地
か
ら
湧
き
出
す
水

は
減
少
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　

一
昨
年
の
夏
、
清
水
さ
ん
が
定

環 霧 情 報
vol.53

レシピ

◇
水
の
守
り
人

清水洋一さん

上江中学校家庭教育学級を紹介
します。

上江中学校家庭教育学級は、全
PTA31戸で構成されています。で
きるだけ多くの皆さんが楽しく参加
できることをモットーに、年間10回
程度の教室の開設を行っています。

上江小学校家庭教育学級と合同
で開催している教室は、小中学校
保護者の交流の場・情報交換の場
ともなっています。

教室には毎回、約半数の皆さん
が参加しています。中学生の親とし
て子育ての勉強やレクリエーショ
ン・スポーツ、調理実習・製作活動

などさまざまな活動を行い、親子
や親同士のコミュニケーションの
場となっています。

今年、学級長をさせてもらい、今
まであまり参加していなかったこ
とを残念に思いました。「こんなに、
親としてやれていなかったんだ～」
と反省したり、日頃のストレス解消
に学級の皆さんとおしゃべりをした
りしています。教室では、多くの人
に参加をもらい、自分も一緒にな
り勉強しています。

今後も、上江小・中学校の家庭教
育学級が、盛んになりますようにと
願って、まだまだ頑張っていきます。

家 学庭 教 育 級 信通

上江中学校家庭教育学級長

黒木重美さん

先輩お母さんに指導を受けながら旬菜料理に挑戦



110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119
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山
王
日
枝
神
社
の
た
も
と
南
昌
明
寺

区
は
、
彼
岸
講
を
行
う
吉
田
温
泉
自
治

公
民
館
と
、
田
の
神
講
を
行
う
湯
園
自

治
公
民
館
の
２
つ
の
公
民
館
が
あ
り

ま
す
。「
溝
さ
ら
え
」、「
七
夕
道
つ
く

り
」、「
田
植
交
流
会
」、「
支
え
合
い
事

業
」
な
ど
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
み
ん
な
元
気
で
笑
い
が
絶
え
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
が
歴
史
と
個

性
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

矢
岳
高
原
か
ら
の
清
水
を
引
い
て
最

高
級
の
昌
明
寺
米
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、

　

私
た
ち
に
必
要
な
野
菜
の
量
は
「
１

日
3
5
0
ｇ
以
上
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
調
査
に
よ
る
と
平
均

2
9
0
ｇ
し
か
取
れ
て
お
ら
ず
、
野
菜

不
足
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
（
海
草
、
き
の
こ
含
む
）
に
は
、

食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
毎
日
食

べ
る
こ
と
で
、
血
糖
上
昇
の
抑
制
、
高

血
圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
予
防
、

便
秘
改
善
な
ど
の
働
き
が
期
待
で
き
ま

す
。
一
回
の
食
事
で
3
5
0
ｇ
の
野
菜

18
年
度
か
ら
農
地
水
環
境
保
全
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
道
水
路
の
保

全
向
上
活
動
や
地
域
の
環
境
美
化
活
動

も
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
急
俊
な
吉
田
温
泉
地
区
の

土
石
流
対
応
等
の
図
上
防
災
避
難
訓
練

を
始
め
、
地
域
の
安
全
意
識
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
真
幸
園
で
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
区
内
外
の
人
が
集
い
、

鹿
の
湯
・
亀
の
湯
温
泉
や
鹿
料
理
な
ど

の
食
材
に
こ
だ
わ
る
隠
れ
湯
旅
館
伊
東

に
は
旅
行
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
個
性
を
守
り
、
地
域
の

み
ん
な
が
「
互
い
に
顔
の
見
え
る
、
健

康
で
明
る
く
、
安
心
安
全
な
南
昌
明
寺

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
よ

か
ー
眺
め
と
吉
田
温
泉
、
お
い
し
い
南

昌
明
寺
に
「
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
ー
」

を
食
べ
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

摂
取
量
を
増
や
す
に
は

◎
毎
回
の
食
事
で
１
～
2
品
の
野
菜
料

理
を
意
識
し
て
食
べ
る

◎
主
菜
の
付
け
あ
わ
せ
を
増
や
す

◎
具
だ
く
さ
ん
な
汁
物
を
と
る

な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
野
菜
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
は
、

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
失
わ
れ
て
い
き
ま

す
。
家
庭
菜
園
や
え
び
の
産
の
新
鮮
な

野
菜
を
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

（
平
成
24
年
度
食
生
活
改
善
普
及
運
動
）

文
：
中
原
栄
養
士

※自公連…「自治公民館連絡協議会」の略称

自公連だより いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  C e n t e r

毎
日
の
野
菜
は
足
り
て
い
ま
す
か
？

安
心
安
全
な
南
昌
明
寺
づ
く
り

南昌明寺自治公民
館長　若松秀一さん

南
昌
明
寺
自
治
公
民
館

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g  

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
で
子
ど
も
を
守
る

野菜は1日350グラム食べましょう

湯園自治公民館で行った溝さらえ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
、

ユ
ー
ザ
ー
の
意
思
に
基
づ
き
有
害
な
情

報
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
機
能
を
「
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

完
全
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を
手
に

入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
あ
く
ま
で

も
「
予
防
薬
」
と
し
て
考
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
自
由
と
親
の
心
配

　

子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
場
合
、
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
」
は
、
有
害
ペ
ー
ジ
に
誘
導
さ
れ
る

こ
と
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
有
害
ペ
ー
ジ
が
引
き
起

こ
す
問
題
の
深
刻
さ
を
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
親
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
自
由
と
危
険
が
同
居
し

て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
に
教
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

大
人
の
使
い
方
と
子
ど
も
の
使
い
方

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
は
親
の
責

務
で
、
解
除
し
て
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル

全国地域安全運動実施

登山には十分な準備を

山 にはさまざまな危険が潜んでいます。登山をす
る際は、以下の点に気を付けましょう。

○日没までには登山口に到着できるよう、遅くとも
15 時頃までには下山を始めましょう。
○登山の 2 ～ 3 日前からの天気予報に注意しましょう。
○事前に登るルートの確認をしておきましょう。
○一人では登らず、複数で登りましょう。
○当日は、家族や知り合いに行き先を連絡しておき
ましょう。

※登りなれている場所でも、降灰等で地形などが変
化していることがあります。十分に準備をして秋の
行楽を楽しんでください。

全 国 地 域 安 全 運 動 が 1 0 月 11 日（木）から 10
月 20 日（土）までの 10 日間、実施されます。

【運動の重点】
・自転車盗、万引きの防止
・子どもと女性、高齢者の犯罪被害防止

■夕暮れ時の「早めの点灯」・「ピカピカ運動」
【運動の期間】9 月 21 日（金）～ 1 月 31 日（木）
【推進事項】
・ライトの「早めの点灯」・「こまめな切り替え」を
行いましょう。

・反射材用品の活用と明るい色の服装の着用を徹底
しましょう。

8月の交通事故発生状況
人 身 8件 本年8月末 70件
物 件 32件 本年8月末 225件

8月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 6件
救 急 76件 年 計 552件

は
親
が
責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ル
ー
ル
を
作
っ
て
携
帯
電
話
を

使
っ
て
い
る
家
庭
の
ほ
う
が
作
っ
て
い

な
い
家
庭
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
ト
ラ

ブ
ル
は
少
な
い
こ
と
が
全
国
調
査
で
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
は
、
使
い

始
め
に
き
ち
ん
と
し
た
約
束
を
し
、
守

ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
の
こ
と
は
子
ど
も
の
ほ
う
が

詳
し
い
か
ら
…
と
、
逃
げ
て
い
ま
せ
ん

か
。
大
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い

方
を
学
び
、
子
ど
も
に
き
ち
ん
と
伝
え

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

文
：
市
民
課
生
活
環
境
係

料理例（※重量はあくまでも1例です）
具だくさんのみそ汁

計360g目安

75g

100g

85g

100g

冷やしトマト

野菜のサラダ

かぼちゃの煮物
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戦
場
へ
兵
達
の
故
郷
の
駅

白
木
の
箱
で
還
り
し
戦
友
よ

栗
下
区
　
長
谷
敏
通

（
評
）今
年
で
戦
後
67
年
の
歳
月
が
経
つ
。
日

本
は
国
内
外
多
く
の
戦
死
者
、
犠
牲
者
を
出

し
た
。
特
に
沖
縄
戦
、
知
覧
特
攻
隊
、
基
地

資
料
館
に
残
さ
れ
て
い
る
若
人
達
の
遺
影
と

遺
書
。
涙
な
く
し
て
見
る
事
は
出
来
な
い
。

ま
し
て
戦
友
を
亡
く
さ
れ
た
作
者
の
思
い
は

言
語
に
尽
し
が
た
い
も
の
で
あ
ら
う
。
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
語
り
継
い
で

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
戦
争
体

験
の
心
の
叫
び
の
詠
で
あ
る
。（
竹
下
妙
子
）

く
つ

飯
野
麓
区
　
と
も
き
よ
や
す
こ

も
う
捨
て
よ
う
と

ゴ
ミ
袋
に
入
れ
か
け
た
「
く
つ
」
を

思
い
留
ま
っ
て

あ
と
少
し
履
く
こ
と
に
し
た

「
く
つ
」
が

あ
り
が
と
う
…
と
言
っ
た

ふ
る
さ
と
に
集
う
友
垣
い
わ
し
雲

中
島
区
　
石
坂
伊
佐
郎

　
還
暦
同
窓
会
に
全
国
各
地
か
ら
同
級
生
が

ふ
る
さ
と
に
集
合
し
ま
し
た
。
湧
き
立
つ
夏

の
雲
で
は
な
く
、
秋
空
に
浮
か
ぶ
鰯
雲
が
ふ

さ
わ
し
い
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。（
自
註
）

短
歌

俳
句詩

こグマとお母さんのほほ
えましいお話です。

　お母さんクマは、いい子の
こグマが大好き。でも、こグ
マはいい子の時ばかりじゃな
いみたいです。そんな時、お
かあさんクマは、「いい子を
産んだのよ」といってこグマ
がお腹にいた時の話を始めま
す。
　大人と子どもの絆

きずな

をなにげ
ない会話の中に盛り込んだ、
ぬくもりのある本です。

ぼくとおかあさん
宮本忠夫／作・絵

（くもん出版）

生長 期 の 竹 は 、 1 日 に 1
メートル以上も伸びる

といわれています。
　竹そのものには驚異の生長
力、薬力、抗菌力といった農
業や暮らしに役立つ宝物がた
くさんつまっています。
　竹の枯らし方や竹パウダー
を利用しての農業、暮らしの
中での活用法、イベントなど
で大人気の竹テントの作り方
などが紹介されている１冊で
す。

竹 徹底活用術

伊藤富士男／発行者
（（社）農山漁村文化協会）

読書週間（10/27 ～ 11/9）
1 月 図書館休館日
3 水 移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35
6 月 おはなし会 10：30 ～ 11：30

かたっみろかい 13：30 ～ 15：00
9 火 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05

10 水 図書館休館日
11 木 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
12 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
13 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
15 月 図書館休館日 13：20 ～ 15：35
17 水 移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35
20 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
22 月 図書館休館日
23 火 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
24 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
26 金 喫茶「ふら～っと」営業 　9：45 ～ 11：00

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
27 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
28 日 ちょこっと講座 13：30 ～ 14：30
29 月 図書館休館日
31 水 図書館休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35

◎10月のスケジュール

◎イベント
33円で電池を作ろう
●とき：10月28日（日）13：30 ～

●ところ：市民図書館学習室

●講師：南鶴吉照氏

●参加料：無料　※先着20人

市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「ひなこまち」　畠中恵著（新潮社）
○「自分超え」　松田丈志著（新潮社）
○「ケルベロスの肖像」　海堂尊著　宝島社
○「塩麹漬け梅干しらっきょう」（ブティック社）
○「烈しい生と美しい死を」　瀬戸内寂聴著（新潮社）

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 37 ｰ 2528まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～
※移動図書館巡回
①尾八重野分校→飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を一部抜粋、修正して掲載しています

市
民
総
出
の
統
一
し
た
祭
と
し
て
定
着
を

目
指
す
、
え
び
の
市
新
ひ
む
か
づ
く
り
運

動
市
民
会
議
主
催
の
第
6
回
田
の
神
さ
あ
踊
り
大

会
が
8
月
22
日
、
え
び
の
駅
前
通
り
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
25
チ
ー
ム
総

勢
7
0
0
人
が
参
加
。
太
鼓
と
三
味
線
が
鳴
り

響
く
中
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
服
装
や
化

粧
で
通
り
を
練
り
歩
き
、
訪
れ
た
約
1
5
0
0

人
の
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
今
回
初
め
て
、
鹿
児
島
市
の
ヤ
マ

ダ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
研
究
所
の
振
り
付
け
に
よ
る

「
ザ
・
ジ
ャ
ズ
田
の
神
さ
あ
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
4
年
9
月
掲
載
）

田の神さあおどり大会、25チーム700人が参加

今月は、20 年前の広報紙にタイムスリップ
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9 月に入り、朝 晩 、少し 肌 寒く感じるようになってきま
した 。ようやく、暑 い夏 が 終わったのかと感じる毎日

です。過ごしやすくなったせ いか、朝 起きるとき、もう少し
とついつい2 度 寝をしてしまいそうになります。
　 季 節 の 変わり目です。体 調 管 理 には十 分 気を 付 けてく
ださい。（川野）

人　口 20,855人（－20人）

男性／ 9,742人（－13人）女性／ 11,113人（－7人）

転入／ 64人　転出／ 60人
出生／ 15人　死亡／ 39人

世帯数 9,066世帯（－1世帯）
（平成24年9月1日現在）

E
d
ito

r's

国民健康保険税 第3期
後期高齢者医療保険料 第3期
10月1日（月）までに納めましょう。

お し ら せお し ら せ
i n f o m a t i o ni n f o m a t i o n

えた不動産の公売会を実施します。
　詳しい内容は、10月から県のホームページ（http://
www.pref.miyazaki.lg.jp/）に掲載してありますので、ご
覧ください。
●公売会日＝11月9日（金）
●時間＝午後1時～（会場：午後0時30分～）
※午後0時50分から入札の説明を行います。それまでに
来場ください。
●会場＝宮崎県庁7号館744号
問県税務課
☎0985-26-7034
小林県税・総務事務所
☎23-3194

利用ください
無料公正証書遺言等相談

　都城公証人役場では、相続・遺言・任意後見契約・尊
厳死宣言・賃貸借契約・金銭貸付契約・離婚給付契約等
の公正証作成に関する無料相談を実施します。
●相談日＝10月1日（月）～ 7日（日）
●時間＝午前9時～午後7時（昼休み時間を除く）
※6日、7日については、午前9時～正午
※1回の相談時間は30分程度
●場所＝都城公証人役場
〒885-025都城市前田町15街区10の1号

（国道10号線沿い-宮崎進行方向左側）
●相談料＝無料
※相談は無料ですが、プライバシー保護のため事前に予
約が必要です。
問都城公証人役場
☎0986-22-1804

困ったら一人で悩まず行政相談へ

　10月15日(月）から21日(日）は、秋の行政相談週間です。
毎日の暮らしの中で「苦情や困っていることがある」、「相
談してみたが説明に納得がいかない」、「制度や仕組みが
わからない」、「どこに相談していいか分からない」など
ありましたら、行政相談委員にお気軽に相談ください。
●相談日＝10月3日（水）
●時間＝午前10時～午後3時
●場所＝市役所2階2-1会議室
●行政相談委員＝永田萌子・馬越脇泰二
※行政相談委員は、総務大臣の委嘱を受け、無報酬で活
動しています。
●相談料＝無料（※秘密は堅く守られます）
●その他＝相談は、総務省宮崎行政評価事務所でも受け
付けています。全国どこからでも同じ番号でかけられる
行政110番☎0570-090110もご利用ください。
問市民課生活環境係
☎35-1111（内線285・286）

ビーズストラップとクラフトテープ
かご作り講座参加者募集

　市教育委員会では、地域における手芸・工芸・料理な
どさまざまな名人を講師に招き、地域名人講座を開催し
ます。地域の匠の技や知識を学んでみませんか。多数の
参加をお待ちしています。
●日開催＝初回10月12日(金) ※ 全５回開催予定
●時間＝午後1時30分～午後3時
●会場＝上江地区公民館
●講師＝外屋啓子氏
●受講料＝無料（材料費については自己負担）

●申込締切＝10月4日（木）
申・問市社会教育課（市文化センター内）
☎35-2268

雇用調整助成金などの支給要件が
見直されます

　雇用調整助成金とは、経済上の理由により、事業活動
の縮小を余儀なくされた事業主が、雇用を維持するため
に休業等を実施した場合、休業手当などの事業主負担相
当額の一定割合を助成する制度です。

【変更内容】平成24年10月1日から
①生産量要件が、前年同期と比べ10％以上の減少が必
要となります。
②１年間の支給限度日数が100日となります。
③教育訓練費（事業所内訓練）が、１人１日当たり1,000
円（中小企業は1,500円）となります。
詳しくは次の問い合わせ先へご相談ください。
問宮崎県労働局職業対策課　助成金申請受付コーナー
☎0985-38-8824

高齢者クラブ会員募集

　えびの市高齢者クラブ連合会では、クラブ会員を募集
しています。仲間づくりを通し、生きがいや健康づくり
を一緒にやってみませんか。

【対象者】おおむね60歳以上の人
【活動内容】スポーツ（グラウンドゴルフ、ゲートボール

など）、ボランティア（神社や公民館の清掃活動、子ども
見守り活動など）、趣味・娯楽（カラオケ、舞踊、レクダ
ンス、社交ダンス、生け花など）、レクリエーション（作
品展、カラオケ、発表会、親睦旅行など）、生涯学習（講

演会、座談会、専門家を交えた勉強会など）、世代間交流・
伝承活動など
※活動内容は、各クラブによって異なります。

【参加申込】地区の単位クラブに直接申し込みください。
クラブや活動内等不明な点は、えびの市高齢者クラブ連
合会事務局までお問い合わせください。
問市長寿介護課高齢者係
☎35-1111（内線268）
市高齢者クラブ連合会事務局（市総合福祉センター内）
☎35-2800

公売に参加したいときは

　公売とは、国が差し押さえた財産を入札等の方法によ
り売却する制度で、原則としてどなたでも参加すること
ができます。
　公売は、全国の国税局や税務署で行っており、官公庁
オークションサイトを利用したインターネット公売も
行っています。
　公売の日時や公売財産の内容については、公売を実施
する国税局や税務署の掲示板に掲示する公売広告に記
載しています。国税庁のホームページ（http://www.nta.
go.jp）でも情報を提供しています。
　詳細については、最寄りの税務署にお問い合わせくだ
さい。
問小林税務署
☎23-3126（※自動音声案内）

県・市町村の不動産合同公売会

　県と県内市町村は、地方税の滞納処分により差し押さ

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 8 月19 日、飯 野 高 校グラウンドで「 夏
季 巡 回ラジオ体 操 会 」が 行わ れました 。
体 操 会 には、市民ら約1, 8 0 0 人 が 参 加
しました 。この 体 操 会 は、N H K などが
夏休 みに全 国を回りながら開 催してい
るも の で 体 操 会 の 模 様 は 全 国 にラ ジ
オ中 継されました 。
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「真
ま

幸
さき

」地名の由来

え
び
の
を
含
む
西
諸
県
地
域
の

大
部
分
を
、む
か
し
「
真
幸
院
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。「
真
幸
」
と
い

う
地
名
は
い
つ
頃
か
ら
、
使
わ
れ
始

め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
日
向
国
史
」
に
よ
れ
ば
、
平
安

時
代
の
朝
廷
の
書
物
「
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
」
に

「
日
向
に
真ま

さ
き
え
き

斫
驛
あ
り
」
と
あ
り
ま

す
。「
真
斫
驛
」
は
官
道
に
設
置
さ
れ

た
伝
達
用
早
馬
の
駅
で
、「
真
斫
」
の

意
味
は
細
長
い
地
形
に
由
来
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。加
久
藤
盆
地
の

地
形
は
東
西
に
狭
か
っ
た
た
め
、「
真

狭せ

き
土
地
」
の
意
味
で
、「
真
斫
」
に

な
り
、「
真
幸
」
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
安
末
期
の
永
暦
元
年
（
一
一
六

〇
年
）か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
、「
真
幸
」

は
、「
真
幸
院
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。真
幸
院
は
、
飯
野
、

加
久
藤
な
ど
で
、
当
時
、
日
下
部
氏

が
統
治
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
福
岡
の
大
宰
府

が
管
理
し
て
い
た
現
在
で
い
う
西
川

北
、
島
内
、
浦
、
柳
水
流
地
区
を
同

じ
読
み
方
で
「
馬ま

せ
き関
」
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。そ
の
後
、「
馬
関
」
に
「
田
」

の
字
を
加
え
て
、「
馬ま

ん
が
た

関
田
」
と
呼
ば
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◀
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9

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
、
北
原
氏
が
真
幸
院
の

領
主
に
な
る
と
、
領
有
し
て
い
た
野

尻
・
高
原
辺
り
か
ら
馬
関
田
ま
で
を

真
幸
院
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

周
辺
で
は
最
も
大
き
い
荘
園
に
な
り

ま
し
た
。馬
関
田
は
北
原
一
族
の
馬

関
田
氏
が
治
め
て
い
た
の
で
、
真
幸

院
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

三
町
合
併
の
前
、
え
び
の
市
は
、

真
幸
町
、
加
久
藤
町
、
飯
野
町
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
真
幸
町

は
、
馬
関
田
地
区
と
吉
田
地
区
（
向

江
、
水
流
、
岡
松
、
内
竪
、
昌
明
寺
、

亀
沢
）
を
合
わ
せ
た
町
で
し
た
。
合

併
で
真
幸
町
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

昔
か
ら
続
く
真
幸
と
い
う
名
は
、小
・

中
学
校
や
駅
な
ど
の
名
前
に
使
わ
れ
、

今
で
も
地
域
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
有
名
な
の
が
真
幸

駅
で
す
。
全
国
に
「
幸
せ
」
を
表
す

駅
名
は
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

昔
か
ら
伝
わ
る
名
前
を
使
っ
て
い
る

の
は
真
幸
駅
の
み
で
す
。

　
「
真
幸
」
の
文
字
に
は
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。「
真
に
幸
せ
」
な
、

誠
に
縁
起
の
良
い
地
名
で
す
。

（
文
／
え
び
の
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）


